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和歌山県白浜産2種のヒザラガイ類(軟体動物門,多板綱)の中間坂上

に着生・成長した大型の付着動物

久保田　　信*・吉　岡　英　二**

Shm Kubota and Eiji Yoshioka: Epizoic animals attached and grew on the median valves of two species of chitons

(Mollusca, Polyplacophora) from Shirahama, Wakayama Prefecture, Japan

和歌山県田辺湾に浮かぶ畠島や白浜町臨海の番所崎周

辺の海岸では,岩礁や転石の裏側などにヒザラガイ類が

豊富に見られる(時岡・山本, 1982;西村, 1992などを

参照)。これらの生息地およびその近隣地点において,

ノミバガゼ頬を除く他のヒザラガイ類上に,肉眼で容易に

判別できるほどの大型の付着動物の着生・成長を報告し

た例はない。ところが,上記の海域で,主に潮間帯付近

に生息する2種のヒザラガイ類の中間板上に,定在性多

毛類カソザシゴカイ科の1種ヤッコカソザシ　Pomato-

leios kraussi (Baird)や無柄自責脚類イワフジツボ科の

1種イワフジツボChthamalus challengeri Hoekの複数

個体の着生・成長が,少なくとも3個体に見られたので

報告する。ヤッコカソザシやイワフジツボは,ヒザラガ

イとともに,田辺湾周辺海域では主として潮間帯に生息

する,最も普通に見られる海産無脊椎動物である(時岡

・山本, 1982;時岡・原田・西村, 1972などを参照)0

図1　白浜産ケ-ダヒザラガイの第2,3,4, 6殻板上に

着生・成長した計17個体のヤッコカソザシ.

Fig. I. A total of 17 individuals ofPomatoleios kraussi

attached and grew on the 2nd, 3rd, 4th and 6

th median valves of Acanthochitona defthppti

from Shirahama.

記録1.ケ-ダヒザラガイ　Acanthochitona defilippii

(Tapparone-Canefri)に着生・成長した多数のヤッコ

カソザシPomatoleios kra附si (Baird)

採集場所　　和歌山県田辺湾畠島の外洋側の裸浜の転石

mm

水深　　　　潮間帯

採集年月日1997年8月5日

ケ-ダヒザラガイの大きさ

体長・最大体幅　57mm・40mm

ヤッコカソザシの付着状況(図1)

第2, 3, 4, 6殻板上に,それぞれ3, 5, 5,

4個体(計17個体)が見られ,この内の

少なくとも8個体は生存

図2　白浜産ヒザラガイの第6殻板上に着生・成長した

5個体のヤッコカンザシ.

Fig. 2. Five individuals of Pomatoleios kraussi attach-

ed and grew on the sixth median valve of

Acanthopleura japonica from Shirahama.
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図3　白浜産ヒザラガイの第5殻板上に着生・成長した

2個体(すべて死亡)のイワフジツボ.

Fig. 3. Two individuals of Chthamalus challengeri (all

died) attached and grew on the 5th median

valves of Acanthopleura japomca from Shira-

hama.

記録2.ヒザラガイAcanthopleum japonica (Lischke)

に着生・成長した複数のヤッコカソザシ　Pomatoleios

kraussi (Baird)

採集場所　　和歌山県白浜町臨海番所崎の岩礁上

水深　　　　潮間帯

採集年月日1997年9月17日

ヒザラガイの大きさ

体長　54mm

ヤッコカソザシの付着状況(図2)

第6殻板上にのみ5個体が見られ,いずれ

も生存

記録3.ヒザラガイAcanthopleura japonica (Lischke)

に着生・成長した複数のイワフジツボ　Chthamalus

challengen Hoek

撮影場所　　和歌山県白浜町臨海番所崎の岩礁上

水探　　　　潮間帯

撮影年　　1983年(春季)

イワフジツボの付着状況(図3)

第5殻板上に計2個体が見られ,いずれも

死亡
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